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健 全 な 児 童 の 育 成

在 宅 障 害 者 の 生 活

障害者支援施設

袋 井 学 園
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・
・
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（定 員 15人）

（定 員 90人）

（定 員 65人）

（定 員 15人）

障害者支援施設

あ き は 寮 生 活 介 護

あ ゆ み の 家 （ 分 場 ）

袋 井 学 園 生 活 介 護
障害福祉サービス

ワ ー ク ス つ ば さ

も み の 木 （ 分 場 ）

相談支援事業めいわラック

地 域 療 育 等 支 援 事 業

・

・

・

・

・

●生活介護（20人）●就労移行支援（10人）
●就労継続B型（50人）

（定 員 30人）
障害者共同生活援助

オ ラ ン チ

障害者就業・生活支援センターラック

中東遠ワークセンターワークラック

・

・

・

明 和 第 一 保 育 園

明 和 第 二 保 育 園

明 和 保 育 園 オ ハ ナ

明和第二保育園くるクル

め い わ 可 睡 保 育 園
めいわ可睡保育園併設

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

め い わ 月 見 保 育 園
中東遠総合医療センター内

こ と り 保 育 園

（定 員 90人）

（定 員 90人）

（定 員 15人）

（定 員 90人）

（定 員 90人）

（定 員 50人）
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特別養護老人ホーム

明 和 苑

明和苑併設

デイサービスセンター

シ ョ ー ト ス テ イ

ホームヘルプサービス

居 宅 介 護 支 援 事 業

デイサービスセンター

明 和 か ら す 森

養護老人ホーム

袋 井 市 立 可 睡 寮

袋井北部地域包括支援センター

サービス付き高齢者向け住宅

明 和 ふ か み の 里

明和ふかみの里デイサービスセンター

小規模多機能型居宅介護事業所

明 和 ふ か み の 家

（定 員 80人）

（定 員 25人）

（定 員 15人）

（定 員 25人）

（定 員 50人）

（定 員 28人）

（定 員 20人）

（登録定員29人）
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小規模多機能型居宅介護事業所　明和ふかみの家

「明和ふかみの家」ってどんなところなの？？

　お待たせしました、ついに袋井市北部（深見）に小規模多機能型居宅介護事業所「明和ふかみの家」
がオープンしました。
　介護が必要なおじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、お母さん…がいるんだけど、なるべく自宅で
みたい、施設入所はちょっと…と思っている方など、通い（デイサービス）を中心に、家族の都合で時
には泊まり（宿泊）も、また安否確認だけでも…という方にもってこいのところです。
　自宅での24時間、365日の介護は本当に大変です、頑張りすぎないように…。家族も時には息抜き
をしてください。そして私たち専門スタッフにちょっとだけでも介護のお手伝いをさせてください！

デイサービスでは…
あなたが「やりたいこと、したいこと」を教え
ていただき、支援します。
例えば…
趣味はもちろん、外出したくても歩くのに不安
がある方は一緒に足腰を鍛えて外出できるよう
に優しく支援します。またお風呂だけ、食事だ
けという短時間でも利用できます。
ここ「深見（ふかみ）」地区は田んぼや畑が多く
鳥やカエルの鳴き声が響き、自然豊かでとても
過ごしやすいところです。ここで楽しくお散歩
しましょう！自然と顔がほころび笑顔になりま
すよ。

（デイサービスに行きたくない方、行けない方
には安否確認や家事援助にこちらからスタッ
フが伺います）

介護が必要になったら家族に迷惑をかけ
てしまう。⇒「 　　 」や「 　　　 」を
組み合わせ

ひとりぼっちは不安で寂しい。でも
できるだけ自宅で過ごしたい。
⇒時々「 　　 」

畑仕事や草取りなど、できるまで自分で
やりたい。⇒毎日「 　　 」し、元気か確
認します

【家族の困った】（介護のせいで…）
私の生活がぐちゃぐちゃ、夜が眠れない、気
づいたらうんこ、おしっこまみれ、
何を言っても分かってもらえない、
いつまで続くの？こんな生活。

【こんな気持ちの方、ぜひご利用ください！】

（家族の用事や残業で夜遅くなる時など）

（デイサービス）を中心に…通い通い

通いサービス

泊まりサービス

訪問サービス

自宅（　　　 サービス）にも伺います訪問訪問

時には　　　　  （宿泊）も使って…泊まり泊まり

通い通い

通い通い

訪問訪問泊まり泊まり
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平成３０年４月１日　新規開所

小規模多機能型居宅介護事業所　明和ふかみの家
明和ふかみの家にようこそ

一日の主な流れ

利用料金について
　明和ふかみの家の料金は下記の包括料金になり
ます。このほかに食事代や宿泊代、日用品費等が
加算されます。目安としてご理解ください。

これからの地域は一人ひとりが主人公です。
みんなで助け合い、支えあいましょう！

連絡先・相談窓口
袋井市深見1764　電話0538-31-3790

◎見学・相談はお気軽にお電話ください。
　来られない方はこちらから説明等にお伺いします。

【利用定員】登録29人の中から1日15人
★日帰りのサービスです
・必要な時間に利用できます（短時間でも可）
・希望時間に送迎します
・本人が希望する趣味などをやって頂けます
・安心してお風呂やトイレが利用できます

8：30
　↓
　↓
9：40
　↓
　↓
10：00
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
　↓
12：00
　↓
　↓
　↓
13：30
　↓
　↓
　↓
15：00
　↓
　↓
16：00
　↓
　↓
　↓
16：30
　↓
16：30
　↓
17：30

送迎（時間は個々に応じます）
体温・血圧測定をします

一日のはじまり
ラジオ体操・散歩など

水分補給・入浴
ひとりずつゆっくり入れます
個別のアクティビティを行います
絵を描いたりお裁縫など
趣味的活動を行います
自分がやりたいことをします

昼食
出来たての食事をお召し上がり
ください

レクリエーション
日替わりでレクリエーションを
行います

日替わりのおやつ
日替わりのおやつを堪能ください

一日のおわり
簡単な体操や、レクリエーション
等を行います

帰り支度

送迎（時間は個々に応じます）

夕食（宿泊等の方）

通い

通いサービス通いサービス

【利用定員】登録29人の中から1晩6人まで
<全室個室>
★施設に泊まるサービスです
・通い慣れた場所での宿泊ができます
・顔なじみの職員がお世話します
・家族の急用や残業等で遅くなる時に泊まる
　こともできます

泊まりサービス泊まりサービス

【利用定員】登録29人の方が利用できます
★お宅へ伺ってのサービスです
・「通い」で顔なじみになった職員がご自宅
　に伺って対応します
・本人が「通い」や「泊まり」を拒否した場
　合、安否確認に伺います。

訪問サービス訪問サービス

訪問

泊まり

通い

通い

訪問泊まり
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状態区分 単位数 単位/月 3割負担者・額 2割負担者・額 1割負担者・額

要支援 1  3,403 10,382円  6,922円  3,461円

要支援 2  6,877 20,982円 13,988円  6,994円

要介護 1 10,320 31,486円 20,991円 10,495円

要介護 2 15,167 46,275円 30,850円 15,425円

要介護 3 22,062 67,311円 44,874円 22,437円

要介護 4 24,350 74,292円 49,528円 24,764円

要介護 5 26,849 81,916円 54,611円 27,305円



社会福祉法人 明和会　理事長　八谷 重之

　明和会は一昨年創立50周年を迎えることが出来ました。これからは次の50年を見
据えて地域福祉の向上のために明和会が出来る事。明和会がやらなければいけない事。
明和会だけでは出来ない事。を整理して計画化していくことが必要と考えています。
　その第一歩として、山梨地区に「めいわ月見保育園」（袋井市上山梨6丁目6－1）
を定員90人で開設いたしました。さらにサービス付き高齢者向け住宅「明和ふかみ
の里」（袋井市深見1764番地）も開設いたしました。この「明和ふかみの里」には1
階部分に介護保険サービスであるデイサービス事業所を併設し、さらに障害のある方
の利用も可能になるように指定もいただきました。今年の4月には小規模多機能事業
所の「明和ふかみの家」も隣接して開設いたしました。「明和ふかみの家」について
は前のページで詳しく紹介させていただきましたが、ご家庭で介護しながら普段は「明
和ふかみの家」をデイサービスとして利用し、ご家庭の都合でショートステイも利用
できる、しかも同じ建物で顔見知りの職員による各種の介護サービスが利用できる、
という在宅介護への大きな支えになる制度です。利用には登録が必要で、他の事業所
でのサービスは利用できなくなりますが、例えばショートステイを申し込んでも断ら
れる。というような事はほとんどなくなります。さらにデイサービス利用も早朝から
夜まで利用できます。朝食や夕食、入浴も出来ますからご家庭での介護の負担はいく
らか軽減できるのではないかと思います。
　この敷地の西隣に障害のある方たちの作業所を平成31年度末までには新設したい
と計画しています。ここでは「明和ふかみの里」や「明和ふかみの家」で出た洗濯物
を洗い、乾燥、畳みを行い、各部屋に届ける。までを行う作業を予定しています。
　市民の暮らしを支えるための社会保障費は今後維持若しくは減額が予想されます。
同時に少子高齢化は加速度を早めています。社会福祉法人はこのような環境の中で地
域に必要とされる福祉事業を行っていく義務が課せられています。明和会も今回北部
地域で行ったように保育・障害・高齢関係福祉を有機的連携をもって展開していきた
いと計画しています。さらにこの計画を実行するための人材確保・育成も大きな課題
です。
　このような活動の延長線上に、明和会の次の50年が存在しているものと考えてい
ます。明和会に期待していただくと同時にご支援をお願い致します。

平成29年度事業報告
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仕　事

給　与

勤務地

明和会規定・経験による

（正社員・パート）

袋井市内各社会福祉施設

①支援スタッフ 袋井学園・あきは寮・ワークスつばさ
②介護スタッフ 明和苑・明和苑デイサービスセンター
 明和ふかみの家
③保 育 士 明和第一保育園・明和第二保育園
 めいわ月見保育園・ことり保育園
④看 護 師 袋井学園・明和苑

　明和会では福祉施設でいっしょに働く
スタッフを募集しています。ぜひ「手と手・
心と心が響きあう仕事」をいっしょにやり
ませんか？
　性別・年齢・経験は問いません。やる気が
あれば大歓迎です。

スタッフ
募集

時間、年齢、資格は相談に応じます。
育児休業最長3年とれます。
働きながら国家資格が取得可。

※見学も随時受け付けております。
　応募者は電話連絡後、履歴書の持参・
　送付をお願いします。

袋井市広岡4296 明和会本部 大石まで

☎0538-42-3228

明和会の仲間に
なりませんか？

QRコードより
簡単アクセス！

さらに詳しい情報は、
採用 ホームページを
ご覧ください!!

QRコードより
簡単アクセス！

さらに詳しい情報は、
採用 ホームページを
ご覧ください!!

　

元
市
職
員
で
老
人
福
祉
の
担
当
で
あ
っ
た
私
は
、昭
和

六
十
二
年
に
明
和
会
に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

計
画
の
住
民
説
明
会
に
同
行
し
た
。

　

小
学
校
の
跡
地
で
あ
っ
た
建
設
予
定
地
は
、地
域
の
大
切

な
財
産
で
あ
り
、様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
建
設
は
容
易
で
な

い
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

し
か
し
、多
く
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、平
成
元
年
七

月
に
明
和
苑
が
開
苑
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
の
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
三
十
床

の
増
床
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、居
宅
介
護
支
援
事
業
、袋
井
北
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
事

業
を
開
始
し
、現
在
の
明
和
苑
は

袋
井
市
北
部
地
区
の
高
齢
者
福

祉
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

住
民
説
明
会
か
ら
三
十
年
余

の
時
が
過
ぎ
、明
和
苑
開
設
三
十

周
年
を
迎
え
る
今
年
、私
は
四
月

よ
り
明
和
苑
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
と
な
り
、「
不
思
議
な
縁
」を
感

じ
て
い
る
。

　

開
苑
前
か
ら
今
日
ま
で
支
え

て
く
れ
た
地
域
の
皆
様
や
福
祉
関

係
者
な
ど
の
多
く
の
皆
様
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　

「
不
思
議
な
縁
」

明
和
苑
長　

寺
田 

嘉
之

し
せ
つ

し
せ
つ

し
せ
つ

し
せ
つ

し
せ
つ
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

仕事しています。寺田嘉之苑長。よろしくお願いします。
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可
睡
寮
は
、四
月
か
ら
五
月
に
掛
け
て
、芝
生
広
場
に
御

寄
付
で
い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
て
い
ま
す
。男
性
利

用
者
数
名
が
手
伝
っ
て
く
だ
さ
り
、と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。大
小
様
々
の
鯉
の
ぼ
り
が
、風
に
吹
か
れ
て
元
気
に
泳
ぐ

姿
は
と
て
も
良
い
も
の
で
す
ね
。大
空
に
向
か
っ
て
泳
い
で
い

る
よ
う
で
す
。

　

毎
年
、隣
接
す
る
め
い
わ
可
睡
保
育
園
の
子
ど
も
達
が
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。鯉
の
ぼ
り
の
下
の
芝
生
広
場
で
元
気

に
遊
ん
で
い
る
様
子
は
、可
睡
寮
の
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
年
も
沢
山
の
子
ど
も
達
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。子

ど
も
達
が
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
、利
用
者
の
皆

さ
ん
も
笑
顔
に
な
り
、心
が
和
や
か
に
な
り
ま
す
。今
年
は
、

明
和
第
一
保
育
園
の
子
ど
も
達
も
バ
ス
で
来
て
く
れ
て
、に
ぎ

や
か
で
し
た
。

　

♪
屋
根
よ
り
高
い
鯉
の
ぼ
り
〜
♪ 

風
に
吹
か
れ
て
元
気

に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
様
に
、利
用
者
の
皆
さ
ん
も
元
気
良
く

毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
楽
し
み
！
鯉
の
ぼ
り
」

生
活
支
援
員　

植
田 

信

　

私
は
、昨
年
度
ま
で
業
務
内
容
の
一つ
と
し
て
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。今
年
四
月
に
は
、季
節
を
感

じ
る
事
が
で
き
る
お
花
見
に
出
掛
け
ま
し
た
。道
端
に
咲
い

て
い
る
た
ん
ぽ
ぽ
に
目
を
や
り
、昔
話
に
花
が
咲
き
、桜
の
花

を
見
て「
き
れ
い
だ
ね
〜
」と
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
皆
さ
ん

の
自
然
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ク
ロ
ー
バ
ー
探
し
を
楽

し
ま
れ
る
方
も
見
ら
れ
、見
つ
け
て
職
員
に
く
れ
る
方
も
い

て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

室
内
で
は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
が
理
解
し
や
す
く
、自
然

と
体
を
動
か
し
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
内
容
等
を
考
え
て
進
め
て

い
ま
す
。一
番
の
人
気
は『
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
』で
す
。以
前
利
用

さ
れ
て
い
た
方
が
作
成
し
た
4
8
2
匹
の
お
魚
を
、磁
石
の

付
い
た
竿
で
釣
る
と
い
う
内
容
で
す
。ゲ
ー
ム
が
開
始
す
る

と
真
剣
な
顔
や
悩
ん
だ
顔
な
ど
様
々
な
表
情
が
見
ら
れ
ま

す
。時
に
は
隣
の
方
と
竿
の
紐
が
絡
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
が
、そ
れ
も
お
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、み
ん
な
の
色
々
な

表
情
や
思
い
が
け
な
い
能
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
皆
さ
ん

の
心
と
身
体
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
」

介
護
員　

岩
本 

日
都
美 

　

毎
年
恒
例
の
親
子
バ
ス
遠
足
は
、例
年
よ
り
、ち
ょ
っ
ぴ
り

足
を
伸
ば
し
て
四
月
二
十
一
日
に
愛
知
県
の「
新
城
総
合
公

園
」に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
は
、長
篠
設
楽
原
の
合
戦
に
ち
な
み
麓
か
ら
頂

上
の
城
ま
で
城
攻
め
の
気
分
で
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
ロ
ー
ラ
ー
滑

り
台
で
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。幼
児
達
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
遊
具
に
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
挑
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

お
気
に
入
り
の
遊
具
に
は
何
度
も
何
度
も
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。ま
た
、乳
児
達
は
、小
さ
な
滑
り
台
や
ト
ン
ネ
ル
を
、親

子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

広
場
で
は
、家
族
や
お
友
達
と
お
弁
当
を
広
げ
、お
し
ゃ
べ

り
と
食
事
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

時
間
的
に
心
配
し
た
行
き
の
車
中
で
は
、自
己
紹
介（
名

前
の
由
来
の
紹
介
）、ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、ク
イ
ズ
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。帰
り
の
バ
ス
は
、

十
分
に
遊
べ
た
せ
い
か
、み
ん
な
紳
士
、淑
女
の
よ
う
に
静
か

に
、マ
ナ
ー
良
く
、お
し
ゃ
べ
り
も
せ
ず
…
。

「
城
攻
め
に
挑
戦
！
親
子
バ
ス
遠
足
」

保
育
士　

杉
浦 

秀

わ～い！こいのぼりだ～

鯉のぼりと一緒に、元気一杯!

さあ、斜面を登って城にせまるぞ!

さあ、みんな私に続いてー

春の風を感じることが出来ました。

魚いっぱい釣ったよ!!
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巡
回
型
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
く
る
ク
ル
」は
、市
内

十
四
ヶ
所
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
会
堂
に
、お
も
ち
ゃ

を
積
ん
だ
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
巡
回
し
、子
育
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

く
る
ク
ル
の
活
動
で
は
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ
り
、

中
で
も
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」さ
ん
、

「
ゆ
ず
り
葉
」さ
ん
に
は
月
一
回
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」さ
ん
は
、浅
羽

東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

も
ら
い
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
だ

け
で
な
く
、折
り
紙
の
折
り
方
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　
「
ゆ
ず
り
葉
」さ
ん
は
、地
域
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、二
人
組

で
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

や
公
会
堂
に
来
て
く
だ
さ
り
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
く
れ
ま

す
。

　

来
館
す
る
親
子
は
、笑
顔
で
折

り
紙
を
楽
し
ん
だ
り
、絵
本
を
集

中
し
て
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
の
活
動
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

親
子
で
楽
し
む
時
間
を
た
く
さ

ん
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

「
親
子
で
過
ご
す
楽
し
い
時
間
」

保
育
士　

寺
田 

文
子

　

五
月
十
二
日
に
参
観
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

０
歳
児
れ
も
ん
組
で
は
、触
れ
合
い
遊
び
、製
作
遊
び
を
中

心
と
し
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、親
子
で
触
れ
合
い
遊
び
か
ら
始
め
ま
し
た
。「
バ

ス
ご
っ
こ
」や「
ラ
ラ
ラ
ぞ
う
き
ん
」な
ど
の
音
楽
に
合
わ
せ
大

好
き
な
お
母
さ
ん
と
目
と
目
を
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
触
れ
合

い
ま
し
た
。お
腹
を
撫
で
ら
れ
気
持
ち
良
く
な
っ
た
の
か
そ
の

ま
ま
眠
っ
て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
遊
び
で
は
、子
ど
も
の
名
前
の
由
来
や
そ
の
子

の
性
格
な
ど
を
伝
え
合
い
、お
互
い
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
る
キ
ラ
キ
ラ
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作

り
で
す
。
出
来
上
が
る
と
子
ど
も
た
ち
は
、キ
ラ
キ
ラ
を

じ
ー
っ
と
見
つ
め
た
り
、コ
ロ
コ
ロ
転
が
し
追
い
か
け
た
り
と
夢

中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。大
好
き
な
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
遊
び
嬉
し
そ
う
な
可
愛
い
笑
顔
が
見
ら
れ
た
参
観
会
で
し

た
。保
育
園
で
も
、家
庭
と
同
じ
よ
う
な
温
か
い
雰
囲
気
の

中
で
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
大
好
き
な
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
」

保
育
士　

山
下 

若
菜

　

四
月
の
初
め
に
こ
と
り
保
育
園
の
二
歳
児
ク
ラ
ス
で
ア
サ

ガ
オ
を
一
人
一
鉢
ず
つ
、育
て
る
事
に
し
ま
し
た
。自
然
体
験
が

大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
な
の
で
と
て
も
張
り
切
っ
て
い
ま
し

た
。

　

保
育
士
が
園
庭
で
土
や
鉢
植
え
の
準
備
を
し
て
い
る
と
、

「
な
に
を
し
て
い
る
の
〜
?
」「
や
り
た
い
!
や
ら
せ
て
!
」と

準
備
か
ら
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。ス
コ
ッ
プ
片
手
に
石
や
土

を
入
れ
る
姿
は
と
て
も
真
剣
で
優
し
さ
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。種
を
蒔
い
た
際
に「
お
お
き
く
な
っ
て
ね
。」と
お
願
い
し

て
い
る
子
や
、そ
っ
と
水
を
あ
げ
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

後
も
、毎
日
水
や
り
を
し
な
が
ら「
な
に
い
ろ
か
な
〜
」と
花

の
色
の
予
想
を
し
て
咲
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
や
、毎

日
の
よ
う
に「
芽
が
出
る
か
な
?
」と
鉢
を
覗
く
子
も
い
て
、

発
芽
し
た
際
は
大
騒
ぎ
、「
せ
ん
せ
い
!
は
っ
ぱ
!
で
て

る
!
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
ク
ラ
ス
全
員
の
鉢
植
え
か
ら
発
芽
し
大
き
く
成
長

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ア
サ
ガ
オ
の
成
長
を
通
し
、自
然

へ
の
気
付
き
や
植
物
に
対
す
る
親
し
み
を
深
め
、愛
情
を
持
っ

て
植
物
を
育
て
る
大
切
さ
を
育
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ア
サ
ガ
オ
を
育
て
る
よ
！
」

保
育
士　

榛
葉 

愛
実

おかあさん、これなあに?

転がすとキラキラ動いてきれいだな～

お母さんと一緒だと落ち着くな♪

自分のあさがおは自分で育てるんだよ!

お日様をあびて大きくなーあれ

お話って楽しいね!! ぼくらの名前はぐりとぐらだよ。
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今
年
度
よ
り
月
に
二
回
、講
師
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き

三
〜
五
歳
児
を
対
象
に
ヨ
ガ
&
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
を
始
め
ま
し

た
。姿
勢
を
良
く
し
、身
体
能
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ヨ
ガ
で
は
、「
貝
の
ポ
ー
ズ
」や「
ア
ザ
ラ
シ
の
ポ
ー
ズ
」「
犬

の
ポ
ー
ズ
」な
ど
難
し
い
ポ
ー
ズ
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。最

初
は
戸
惑
っ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
が
、回
数
を
重
ね
出
来
る

よ
う
に
な
る
と「
で
き
た
よ
!
」と
嬉
し
そ
う
に
見
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
は
、音
楽
に
合
わ
せ
て
先
生
の
動
き

を
真
似
し
た
り
、他
の
ク
ラ
ス
の
子
と
二
人
組
に
な
っ
て
踊
っ

た
り
し
な
が
ら
、思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ヨ
ガ
で
習
っ
た
ポ
ー
ズ
や
動
き
も
入
っ
て
い
る
の
で
、子
ど

も
達
も
喜
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
毎
回
み
ん
な
で
輪
を
作
り
、大
き
な
声
で
挨
拶
。

始
ま
り
か
ら
最
後
の
挨
拶
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
行
事
等
に
も
取
り
入
れ
な
が
ら
ヨ
ガ
&
キ
ッ
ズ

エ
ア
ロ
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ヨ
ガ
＆
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
が
始
ま
っ
た
よ
！
」

保
育
士　

小
木 

亜
友
美

　

袋
井
学
園
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
今
年
も
あ
お
ば
音
楽

会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
海
〜
大
き
な
希

望
を
抱
い
て
〜
」と
言
う
事
で
各
施
設
、海
に
ち
な
ん
だ
面
白

い
出
し
物
を
用
意
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。今
年
の
学
園
の

出
し
物
は
、夏
に
向
け
て
張
り
切
る
元
気
な
ダ
ン
ス
で
し
た
。

P
U
F
F
Y
の
曲
に
合
わ
せ
て
元
気
よ
く
踊
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。弾
け
る
笑
顔
が
見
ら
れ
た
素
敵
な
出
し
物
に
な
り

ま
し
た
。皆
の
元
気
溢
れ
る
ダ
ン
ス
も
目
を
引
き
ま
し
た
が
、

他
の
施
設
の
出
し
物
も
華
や
か
で
し
た
。

　

華
や
か
と
言
え
ば
今
年
来
て
下
さ
っ
た
桔
梗
の
会
の
皆
さ

ん
。フ
ラ
ダ
ン
ス
、衣
装
そ
れ
ぞ
れ
華
や
か
で
と
て
も
素
敵
で

し
た
。ズ
ン
ド
コ
節
で
は
思
わ
ず
こ
ぶ
し
を
振
っ
て
聴
か
れ
て

い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
例
年
い
ら
し
て

く
だ
さ
る
、杉
山
さ
ん
、杉
本
さ
ん
の
演
奏
も
素
敵
で
し
た
。

今
年
は
私
も
一
緒
に
演
奏
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、会
場

の
皆
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
前
で
一
緒
に
歌
っ
て
い
る
光
景
は
圧
巻

で
し
た
。素
敵
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
笑
顔
満
点
の
あ
お
ば
音
楽
会
」

生
活
支
援
員　

山
際 

美
智

　

オ
ラ
ン
チ
の
皆
さ
ん
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、支
援
が
必
要
な
方
々
が
少
人
数
で
家

庭
に
近
い
環
境
で
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
る
場
で
す
。皆
さ
ん

の
食
事
や
身
の
回
り
の
事
で
困
っ
て
い
る
事
は
世
話
人
や
支

援
員
が
お
手
伝
い
を
し
ま
す
が
、み
そ
汁
を
作
っ
た
り
、風
呂

掃
除
を
し
た
り
と
自
分
た
ち
が
出
来
る
事
は
皆
さ
ん
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。様
々
な
失
敗
や
成
功
の
経
験
を
通
し

日
々
学
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
を
す
る
事
は
、自
立
度
が
高
い
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、人
に
よ
り
自
立
の
意
味
は
異
な

る
と
思
い
ま
す
。就
職
し
て
お
金
を
稼
ぐ
事
が
出
来
る
、洗

濯
を
一
人
で
行
う
事
が
出
来
る
、買
い
物
で
自
分
の
好
き
な

物
を
選
ぶ
事
が
出
来
る
等
、自
立
の
捉
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ

と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
が
、そ
の
方
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
と
共
に
、地
域
と
の

関
わ
り
を
持
ち
、地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

支
援
員
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生
活
」

生
活
支
援
員　

長
尾 

あ
ゆ
み

犬のポーズできたよ!!

エアロビ楽しいね!

協力して明日の朝ごはんを作っています。
美味しく出来たかな?

丁寧に洗濯物を干し中。
天気の良い日中は外に干しています。

盛り上がってます！

満点の笑顔
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「
幸
せ
だ
な
」皆
さ
ん
は
最
近
こ
の
言
葉
を
感
じ
て
い
ま
す
か
?

　

四
月
二
十
八
日
に
ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ
恒
例
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
。青
空
の
下
、三
川
の
町
に
笑
顔
が
広
が
る
長
い
列
が
出
来
て
い

た
。目
に
飛
び
込
む
、た
け
の
こ・つ
つ
じ・
梅
の
実
等
初
夏
の
訪
れ
を

身
体
いっ
ぱ
い
に
感
じ
た
。

　
「
た
け
の
こ
だ
。」「
た
く
さ
ん
お
花

が
咲
い
て
い
る
。」「
見
て
み
て
。」明
る

い
声
が
さ
わ
や
か
な
風
と
共
に
流
れ

て
来
た
。そ
し
て
、「
源
朝
長
」公
の
眠

る
首
塚
が
三
川
の「
積
雲
院
」に
あ

る
。住
職
の
お
話
に
皆
さ
ん
が
真
剣
に

耳
を
傾
け
、歴
史
に
触
れ
、少
し
だ
け

そ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
袋
井

市
の
歴
史
に
包
ま
れ
て
い
く
感
じ
が

し
た
。

　

再
び
、三
川
の
町
を
散
策
し
、出
会

う
人
の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、昼
食

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る「
雲
谷
寺
」に
到

着
。疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
も
達
成
感

と
皆
さ
ん
で
食
べ
る
昼
食
に
喜
び
を

感
じ
、思
わ
ず
も
れ
た
言
葉
が
…

「
幸
せ
だ
な
〜
。」

　

自
然
と
皆
さ
ん
か
ら
の
言
葉
に
、温

か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
。レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
ア
ッ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
、疲
れ
を
感
じ
な

が
ら
、皆
さ
ん
で
達
成
し
た
喜
び
を
感

じ
て
帰
宅
し
た
。

　
「
幸
せ
」そ
ん
な
言
葉
と
笑
顔
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
、今
日
も

ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸

命
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
「
三
川
里
山
探
検
」
幸
せ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

生
活
支
援
員　

大
橋 

利
佳

　

四
月
下
旬
か
ら
、玄
関
前
に
鯉
の
ぼ
り
を
出
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、毎
日
鯉
の
ぼ
り
が
あ
が
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。五
月
人
形
も
飾
り
、皆
さ
ん
、「
人
形
か
っ
こ
い
い
ね
」や

「
兜
は
か
ぶ
れ
る
の
?
」な
ど
端
午
の
節
句
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

五
月
五
日（
土
）、端
午
の
節
句
の
会
を
行
い
ま
し
た
。端

午
の
節
句
に
つ
い
て
の
話
や
、鯉
の
ぼ
り
の
歌
な
ど
歌
っ
て
、皆

さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。お
や
つ
は
柏
餅
を

皆
で
食
べ
ま
し
た
。

　

職
員
が
話
し
て
い
る
最
中
は
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
い
て
く
だ

さ
り
、鯉
の
ぼ
り
の
歌
は
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。柏

餅
は
皆
さ
ん
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
物
で
、待
ち
き
れ
な

い
様
子
が
多
く
み
ら
れ
、「
早
く
食
べ
た
い
ね
」、「
お
い
し
そ

う
だ
ね
」や「
も
う
一つ
食
べ
て
い
い
」等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
、季
節
の
行
事
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
来

年
も
や
る
の
?
」「
ま
た
、

鯉
の
ぼ
り
飾
っ
て
ね
」等

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、こ
の
よ

う
な
皆
さ
ん
が
楽
し
め

る
行
事
な
ど
を
行
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
端
午
の
節
句
の
会
」

生
活
支
援
員　

富
田 

夏
実

磐
田
市
ぶ
ん
ぶ
く
に
外
食

五月人形飾りました。

私
は
、マ
グ
ロ
丼
。

美
味
し
そ
ー
、い
た
だ
き
マ
ー
ス
。

こんなに列が続いている!!幸せ 歴史の世界にタイムスリップ

私
は
、ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
。

憧
れ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
ま
っ
て
ま
し
た
♪

今
年
も
５
月
中
旬
よ
り
エ
ン
サ
イ

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。主
に
東

京
築
地
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

土
曜
開
所
日
余
暇
活
動
の
ひ
と
コ

マ
で
す
。

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

－ 9 －
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平成29年度社会福祉法人  明和会

決 算 報 告
社会福祉法第59条の2に基づき、社会福祉法人明和会決算報告及び苦情集計報告を次のように公表

致します。明和会の会計は18拠点区分に及びますので合算して報告致します。明和会のホームページ

でも公開しております。

【貸借対照表】 　（単位：円）

科　　目 当年度末 科　　目 当年度末

資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産 1,062,592,719 流動負債 192,261,387

　現金預金 786,279,400 固定負債 328,100,424

固定資産 5,871,645,875 負債の部合計 520,361,811

　基本財産 3,066,154,617 純　資　産　の　部

　その他の固定資産 2,805,491,258 基本金 536,543,356

国庫補助金等特別積立金 1,431,757,039

その他の積立金 2,064,881,735

純資産の部合計 6,413,876,783

資産の部合計 6,934,238,594 負債及び純資産の部合計 6,934,238,594

【事業活動計算書】 　（単位：円）

勘　定　科　目 当年度決算

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

介護保険事業収益 441,037,802

老人福祉事業収益 102,032,864

保育事業収益 500,146,157

就労支援事業収益 41,215,961

障害福祉サービス等事業収益 945,655,623

公益事業収益 22,288,348

経常経費寄附金収益 3,767,152

サービス活動収益計（1） 2,056,143,907

費
用

人件費 1,268,252,801

事業費 299,796,368

事務費 203,583,758

就労支援事業費用 43,721,927

利用者負担軽減額 749,200

減価償却費 178,007,072

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 79,005,089

サービス活動費用計（2） 1,915,106,037

サービス活動増減差額（3）＝（1）－（2） 141,037,870

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

借入金利息補助金収益 291,600

受取利息配当金収益 3,791,833

その他のサービス活動外収益 8,209,474

サービス活動外収益計（4） 12,292,907

勘　定　科　目 当年度決算

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

費
用

支払利息 1,535,609

その他のサービス活動外費用 369,000

サービス活動外費用計（5） 1,904,609

サービス活動外増減差額（6）＝（4）－（5） 10,388,298

経常増減差額（7）＝（3）＋（6） 151,426,168

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 72,821,000

固定資産売却益 149,997

その他の特別収益 369,000

特別収益計（8） 73,339,997

費
用

固定資産売却損・処分損 8,152,262

国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 602,000

国庫補助金等特別積立金積立額 72,821,000

特別費用計（9） 80,371,262

特別増減差額（10）＝（8）－（9） △ 7,031,265

当期活動増減差額（11）＝（7）＋（10） 144,394,903

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12） 2,113,536,124

当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）＋（12） 2,257,931,027

基本金取崩額（14）

その他の積立金取崩額（15） 261,143,946

その他の積立金積立額（16） 138,380,320

次期繰越活動増減差額（17）＝（13）＋（14）＋（15）－（16） 2,380,694,653
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勘　定　科　目 予算（A） 決算（B） 差異（A）－（B）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

介護保険事業収入 442,482,000 441,037,802 1,444,198

老人福祉事業収入 101,852,000 102,032,864 △ 180,864

保育事業収入 503,634,000 500,146,157 3,487,843

就労支援事業収入 42,517,000 41,215,961 1,301,039

障害福祉サービス等事業収入 939,658,000 945,655,623 △ 5,997,623

公益事業収入 21,913,000 22,288,348 △ 375,348

借入金利息補助金収入 291,000 291,600 △ 600

経常経費寄附金収入 3,298,000 3,767,152 △ 469,152

受取利息配当金収入 3,688,000 4,069,459 △ 381,459

その他の収入 8,471,000 8,209,474 261,526

事業活動収入計（1） 2,067,804,000 2,068,714,440 △ 910,440

支
出

人件費支出 1,273,681,000 1,261,235,394 12,445,606

事業費支出 316,181,000 299,655,197 16,525,803

事務費支出 219,556,000 203,483,758 16,072,242

就労支援事業支出 40,723,000 39,351,348 1,371,652

利用者負担軽減額 764,000 749,200 14,800

支払利息支出 1,546,000 1,535,609 10,391

事業活動支出計（2） 1,852,451,000 1,806,010,506 46,440,494

事業活動資金収支差額（3）＝（1）－（2） 215,353,000 262,703,934 △ 47,350,934

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 72,821,000 72,821,000

設備資金借入金収入 100,000,000 100,000,000

固定資産売却収入 70,000 150,000 △ 80,000

施設整備等収入計（4） 172,891,000 172,971,000 △ 80,000

支
出

設備資金借入金元金償還支出 17,352,000 17,352,000

固定資産取得支出 422,826,000 405,833,077 16,992,923

固定資産除却・廃棄支出 7,572,000 7,409,232 162,768

ファイナンス・リース債務の返済支出 2,569,000 2,465,040 103,960

施設整備等支出計（5） 450,319,000 433,059,349 17,259,651

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） △ 277,428,000 △ 260,088,349 △ 17,339,651

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 263,549,000 263,755,492 △ 206,492

その他の活動による収入 2,420,000 2,420,000

その他の活動収入計（7） 265,969,000 266,175,492 △ 206,492

支
出

積立資産支出 145,929,000 144,860,000 1,069,000

その他の活動による支出 761,000 710,208 50,792

その他の活動支出計（8） 146,690,000 145,570,208 1,119,792

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） 119,279,000 120,605,284 △ 1,326,284

予備費支出（10） 16,700,000 14,850,000

△ 1,850,000

当期資金収支差額合計（11）=（3）＋（6）＋（9）－（10） 42,354,000 123,220,869 △ 80,866,869

前期末支払資金残高（12） 879,234,000 839,325,910 39,908,090

当期末支払資金残高（11）＋（12） 921,588,000 962,546,779 △ 40,958,779

平成29年度 苦情集計報告
平成29年度事業別苦情集計報告について以下の通り報告致します。

【苦情の内容について】
事業

内容
障 害 者
関係施設

保 育 所
介護保険
関係施設

合 計

職員の対応・接遇 6 3 0 9

施設の設備・環境 1 0 0 1

利 用 者 の 行 動 2 0 0 2

そ の 他 1 0 0 1

合 計 10 3 0 13

【資金収支計算書】 　（単位：円）

【苦情申し立て者】
事業

申立者
障 害 者
関係施設

保 育 所
介護保険
関係施設

合 計

本 　 人 0 0 0 0

家 　 族 5 2 0 7

近 隣 者 3 0 0 3

匿 　 名 1 0 0 1

そ の 他 1 1 0 2

合 　 計 10 3 0 13

平成29年度は、13件の苦情をいただきました。全ての苦情につきまして、対応させていただき、ご理解いただきました。
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馬
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碧
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緒
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山
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若
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目
と
よ
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甲
斐　

智
央 

鈴
木　

理
恵

石
田
美
乃
里 

北
條　

勇
斗

　

平
成
30
年
4
月
よ
り
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所「
明
和
ふ
か
み
の
家
」を

開
所
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、精
進
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
暑
い
日
が

続
き
ま
す
が
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
体
調
管
理
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
!!

『
明
和
会
を
支
え
る
会
』へ
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
年

会

費　

一
口　

一
、〇
〇
〇
円

●
郵
便
振
替　

〇
〇
八
一
〇
・
七
・
二
一
六
二
七　

「
明
和
会
を
支
え
る
会
」宛

　

昨
年
度
は
、多
く
の
皆
様
よ
り
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
明
和
会
を
支
え
る
会
」事
務
局　

Ｔ
Ｅ
L　

〇
五
三
八
ー
四
二
ー
三
二
二
八

相
談
窓
口

　

ご
家
庭
で
福
祉
に
関
わ
る
質
問
や
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
の
こ
と

　

●
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ラ
ッ
ク
」 

四
三
ー
〇
八
二
六

　

●
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
め
い
わ
ラ
ッ
ク
」 

八
四
ー
九
二
二
六

　

乳
幼
児
の
こ
と

　

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

四
三
ー
五
八
九
九

　

高
齢
者
の
こ
と

　

●
袋
井
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

四
八
ー
五
三
三
五

平
成
29
年
12
月
〜
平
成
30
年
5
月
ま
で

温
か
い
お
気
持
ち
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

個
人
名
に
つ
き
ま
し
て
は
承
諾
を
頂
い
て
掲
載
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

・
花
だ
い
こ
ん
の
会
様

・
ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　

労
働
組
合
様

・
ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ

　

も
み
の
木（
分
場
）保
護
者
様

・
大
場　

茂
樹
様
、衣
笠　

義
夫
様

・
桔
梗
の
会
様

・
杉
山
様
、杉
本
様

・
ゆ
ず
り
葉
様

・
鵜
野　

浩
三
様

・
入
浴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様

・
は
ま
ゆ
う
様

・
石
上　

清
様

・
な
で
し
こ
会
様

・
Ｇ
2
＆
Ｂ
様

・
め
ぐ
み
の
会
様

・
さ
く
ら
ん
ぼ
会
様

・
杉
と
ど
ん
ぐ
り
様

・
山
崎　

朝
子
様

・
す
ず
ら
ん
の
会
様

・
井
口　

健
様（
メ
ロ
ン
け
ん
ち
ゃ
ん
）

・
福
田　

未
来
様

・
こ
こ
り
べ
様

●
寄
附
の
皆
様

・
森
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
様

・
袴
田　

克
臣
様

・
テ
ラ
ダ
電
器
様

・
大
森　

章
司
様

・
ハ
ヤ
シ
薬
局
様

・
袋
井
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
様

・
な
か
が
わ
設
計
事
務
所　

中
川　

智
之
様

・
㈱
東
榮
建
設
様

・
パ
イ
オ
ニ
ア
労
働
組
合　

本
社
広
域
支
部
様

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
㈱
様

・
野
田　

す
み
子
様

・
法
多
山
だ
ん
ご
組
合
様

・
山
下　

宗
一
様

・
若
鷺
会
様

・
友
田　

光
男
様

・
明
和
第
一
保
育
園　

保
護
者
会
様

・
明
和
第
ニ
保
育
園　

保
護
者
会
様

・
め
い
わ
可
睡
保
育
園　

保
護
者
会
様

・
一
般
社
団
法
人　

静
岡
県
寝
具
製
作
技
能
士
会
様

・
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
様

か
わ
ら

か
わ
ら
版

め
い
わか
わ
ら

か
わ
ら
版

か
わ
ら

か
わ
ら
版

め
い
わ

め
い
わ
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